
別
表
第
一
ほ
装
工
事
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

舗
装
工
事

舗
装
工
事
業

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

解
体
工
事

解
体
工
事
業

平成™�年�月›日 水曜日 (号外第˜™š号)官 報

（
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
章

施
工
体
制
の
適
正
化
（
第
十
二
条
e

第
十
四
条
）」を
「
第
四
章

適
正
な
金
額
で
の
契
約
の

第
五
章

施
工
体
制
の
適
正
化
（
第

締
結
等
の
た
め
の
措
置
（
第
十
二
条
・
第
十
三
条
）

十
四
条
e

第
十
六
条
）

」に
、「
第
五
章
」
を
「
第
六
章
」
に
、「
第
十
五
条
e

第
十
八
条
」

を
「
第
十
七
条
e

第
二
十
条
」
に
、「
第
六
章
」
を
「
第
七
章
」
に
、「
第
十
九
条
・
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
一
条
・

第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
対
す
る
措
置
」
の
下
に
「
、
適
正
な
金
額
で
の
契
約
の
締
結
等
の
た
め
の
措
置
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

そ
の
請
負
代
金
の
額
に
よ
っ
て
は
公
共
工
事
の
適
正
な
施
工
が
通
常
見
込
ま
れ
な
い
契
約
の
締
結
が
防
止
さ

れ
る
こ
と
。

第
十
一
条
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

建
設
業
法
第
八
条
第
九
号
、
第
十
号
（
同
条
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
一
号
（
同
条
第
九
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
二
号
（
同
条
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）若
し
く
は
第
十
三
号
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
同
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
若
し
く

は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

二

第
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
建
設
業
法
第

二
十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
同
法
第
二
十
六
条
若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
二
の
規

定
に
違
反
し
た
こ
と
。

第
二
十
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
六
章
を
第
七
章
と
す
る
。

第
五
章
中
第
十
八
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
及
び
第
三
章
並
び
に
」
を
「
、
第
三
章
、
第
十
三
条
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
四

号
中
「
促
進
す
る
」
を
「
促
進
し
、
及
び
そ
の
請
負
代
金
の
額
に
よ
っ
て
は
公
共
工
事
の
適
正
な
施
工
が
通
常
見
込

ま
れ
な
い
契
約
の
締
結
を
防
止
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
す
る
。

第
四
章
中
第
十
四
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
提
出
等
」
を
「
作
成
及
び
提
出
等
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
二
項
を
第

三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
受
注
者
（
」
の
下
に
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
」
を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

公
共
工
事
に
つ
い
て
の
建
設
業
法
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
特
定
建
設
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
建
設
業
者
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
締
結
し
た
下
請

契
約
の
請
負
代
金
の
額
（
当
該
下
請
契
約
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
請
負
代
金
の
額
の
総
額
）
が
政
令

で
定
め
る
金
額
以
上
に
な
る
」
と
あ
る
の
は
「
下
請
契
約
を
締
結
し
た
」
と
、
同
条
第
四
項
中「
見
や
す
い
場
所
」

と
あ
る
の
は
「
工
事
関
係
者
が
見
や
す
い
場
所
及
び
公
衆
が
見
や
す
い
場
所
」
と
す
る
。

第
十
三
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
し
、
第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章

適
正
な
金
額
で
の
契
約
の
締
結
等
の
た
め
の
措
置

（
入
札
金
額
の
内
訳
の
提
出
）

第
十
二
条

建
設
業
者
は
、
公
共
工
事
の
入
札
に
係
る
申
込
み
の
際
に
、
入
札
金
額
の
内
訳
を
記
載
し
た
書
類
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
各
省
各
庁
の
長
等
の
責
務
）

第
十
三
条

各
省
各
庁
の
長
等
は
、
そ
の
請
負
代
金
の
額
に
よ
っ
て
は
公
共
工
事
の
適
正
な
施
工
が
通
常
見
込
ま
れ

な
い
契
約
の
締
結
を
防
止
し
、
及
び
不
正
行
為
を
排
除
す
る
た
め
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
の
内

容
の
確
認
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
浄
化
槽
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
い
う
。
以
下
」
を
「
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る

者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同

等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
又
は
申
請
者
」
を
「
又
は
申
請
書
」
に
改
め
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第

七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
同
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
く
な
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
第

九
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
等
」
と
い
う
。）

第
二
十
四
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

第
二
十
六
条
第
二
号
中
「
役
員
」
の
下
に「（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
九
号
」
に

改
め
る
。

（
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
と
び
・
土
工
工
事
業
」
を
「
解
体
工
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
い
う
。
以
下
こ
の
章
」
を
「
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を

有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
次
号
及
び
第
二
十
四
条
第
一
項
」に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
同
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
第

九
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
等
」
と
い
う
。）

第
二
十
四
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を「
前
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」

に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
役
員
」
の
下
に「（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に

準
ず
る
者
を
い
う
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
る
。
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